









w 宙瘠石 f • w § 省さん • 

(柴睬町 3 丁目）店譎に「労 
働大臣賁受 Hj の文字が光 
っている，技術と龕売 a 別 
だから••••と u 云う6のの、 
やはリ俅 wa 絶大， 


馨_ _ 


籬山费印1 • 伊嘛臂さん 
(货町2丁目）口数は少な C 
ほうだが、そめうらに秘め -? 
られた技術は富筋から帒帕 
されている，すべては作品 
(二»らせるタイプ， 




葦野月赏定印携•車野興三 

さん.（柴崎町2 丁目）ルー 
ツは東都て4代目„技術も 
さることながら.組合から 
の值薄も大きく、広い視野 
と見解 U 定評がある， 





良 X 印汚 


こちら、ブ a。 二級技能 
十」といぅのは，令 la どこ 
へいつても通じる一流の職 
能んにあたぇられる你号だ。 
それぞれのお店で実除に (* 
つておられる印*を捺印し 
て m いた。これぞ正典「ハ 

ン aS のハン n J! 



涵并置志英さん •.( 栄町5 丁 
目〉手打ち籌寶「侘更』のご 
主人 t 茱大の出身だけあつ 
て、センス抜群，どちらか 
と云えば.奔放な作風とい 
又ようか： 




萬撟水華さんバ栄町4 丁目） 
「立花 Jb のご主人， as を 
炊きながらも、心はいつも 
ハンコの ことはかりとか_ 
印床も黑壇を使っての手作 
り.靜かなる情熱寒， 





ホビーだから t いつてパ 
力にはなり i せん e S 并 S 
志英さん{上)、 Is 橋水準さ 
ん{下) ともに SW なぅ え 
に研究热心。ちなみに、本 
达•立丼啓介の「啓介」を 
刻つて m い.； r それぞれに 
味わいゆたか。 



ハンコを一つ*押し i ちがぇただけで人生あやまつた 
\がいる。ハン n は大切なものです ut きに「ご当人」 
ょりも，大切であります U いいハン n を作りましょぅ。 

しかし•昨今は®臼いハンコ•かわゆいハンコが浦 ff 
つて おります。 今月 ここに 揃いましたるは、アマ•ブロあ 
わせて5入の「ハンコ入問」。さて、あなたの印 ft は- C 
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3刊 • えくてびあん•立] II と語ろう • 立 J II に生きよう 
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みこし出篡の大パレ-! 1 
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辜之でも C 丨 》 ご*内％い fc し羹 
したが.と£めょ nr ， ブ3 
xj tMe ^ い^し羹レた • 

作 ff ttWCliE 子諺ん (31 W 3 « 

(X »® TST*tn ♦ 

tt，C /そルデン • 0 — p J の 0 
• fit よ囀う n た （_ 
欠和市> やはじめとし T * S ft 〇> 
为《 6 «终作に JI ばれ< した，な 
j 休 rir 彳 va r 木一 a さん ta 

m) irttM ^ nfrino . 



o 

あたたかな 

サービスで 

お迎えします 

みな^まの 

® 富士銀行 


立川のモニュメント <^> 

立川の歌碑 



立川で歌碑といぅと真つ先に 
思いつくのか•立川駅前広場に 
ある苦山找水の碑。 

1 立川の R の古茶屋さく 

ら樹のもみじのかげに 

兄送りし子よ」 

と刻まれている碑は、北口駅前 
にあり •& 日多くの人がその前 
を通つて行く。そんな»路とは 
裏腹の，ひなびた明治の立川を 
碑は伝えている。 

この牧ホの碑は昭和 25 年に € 
てられたものだが、実 (iN じ年 
にもう一つ • 歌碑が tt てられて 
いるのだ • 

南 U • 第 I 小学校近くの北多 


摩 - It 部逆玟亊務所にある貞明皇 
后の碑だ。 

「すさびにとはじめしこが 
ひわがいのちあらぬかぎ 
りと * ひなりぬる」 

こがひ — は蚕 M いの * 味❶北 
部建設事務所は，もとは蚕業 St 
験場だった。立川でも養*が盛 
んだったのだろぅ • JS には，蚕 
糸振興記念碑もある ■ <H.H> 

途中に妹んだ歌， 

貞唱纔后 歌碑 

软人としても名高い J 4 明患后が； 1 S 
んだ歌'-大 JE 天金は•立川に行幸 
しているので、そのころ^まれ t 
のだろぅか* 

es ^ 3 * 汾郑 • rrre * 

厢贫 ^;oi3v.a「*-> 

公 班 15 S 

レ .：^ i 5 

VR -/ 
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近ごろ、本屋さんの店頭で 「立 川の本」あるいは「立 )II 人が S いた本」が目立つている。郷 
土愛に満ちた本のべージをくつていると、この地、この人との 「一 期 一 会」を感じさせる N «» 
また • 立川入が全国レベルで発言の場をえてユニークな論を展開しているのも婊しい。 



き 『立 川 飛行塌物居」上 • 中•下 

三田 n 吉著•けやき出版刊 

立川人 • 三 田 3 r 吉氏が自らの郓 
土 * にかけて七年 ttjl にわたる 「-1 
II ス〇 425 」紙上の連較を上 
屮下の ::I 冊に まとめた快著。 

著者は「クリ — ン多摩川」など 
で知られる • 行勒の人，だが•旧 
著 1 立川飛 ? T 場史 j に紋いて•立 
川飛行場の存在がいかにこの地 • 
i 川こ大きな彩 » を与 i てきか 
を*まさに「物进」として雅リ継 


ぐ 普 者の 炎 • 勢が 1 r 券を 通して 、< 
つきりと?? き彫 〇にされている * 

『物語 j であるだけに、较み 物と 
しての 面白さを 充分にそなえてい 
るが、 S がこれだけディテ—ルに 
及ぶと資料としての 重 -5 性は ，* 
A を m ねるに徒つてます ます梅し 
てくるのではないだろうか。 ( 各 1 
6 0 0 円 } 

• ストフアミリ—』 

桜并*子著 •汐文社刊 

女性が 自由を 求めて生きる•そ 
こには 毪 々な 理綸が あるだろ - 
それを実行しようとすれば•社仝 
のシガラミにからまれて、ガンジ 
ガラメになると考えられがちだが 
* 者は 明るく •自らの理念に 忠実 
に生きてゆこうと決意，それを 実 
行したレポ — 卜が 本眘で ある • 


№0 
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夫君が名 4 a 屋転勤ときまつた時 
に、著者はすでに立川市で女性ば 
かりの II 集ブ D ダクションを * 営 • 
地盤がためをしてさた•夫君の単 
身赴任のみか， 愛嬢 も夫若と典に • 
しかも、著者は戸 锫 上の夫妹を 二 
年前からやめている。 

そういうワク組みを全部はずし 
てみて；？て、家族とは？」を本 
氕で考えてみようとする*元気な， 
H 険15である。 (12 〇〇円) 

e 尾の 花』 

近 ft 萬弘著•薆山忠三郎監铱 

今年のミス立川コンテストは " 
7 月 2S 日に立川•高岛层度上で 
傕された • 

ao 名を铋える lii 埃者のうちか 
ら、まず第 I 次子 is に通送した 
10 名によつて本邁での》が妓 
われた ‘ 

本選では容姿のみならず、「教 
安度」まで*査基準にはいリ審 
査委 S によつて、かなリ鏃しい 
H 問の矢がとんできていた。 

難 M を突破して、見事にミス 
の _ に « いたのは、吉成典子 
さん < 22 斑 * 上砂町 5 丁目)◊吉 



けやき出版刊 

地元の ♦ 名山*といつてもいい高 
尾山に： TT すでに「アサヒタウン 
ズ」纗集による *=1 高尾 1|| 」 { 朝： 1 :ソノ 
ラマ社刊 ) がある■者は一山 
の 0 然、特に • 花，，に热点をあて、 
その全祝をカラ — JiH * によつて表 
現している • 

花期が□:別に分類されて検出し 
やすいこともさることながら「野 
性植物の宝*.をこれ程ビジユア 
ルにしてくれた功は大きい <17 
00 円 ) 


花？ 

の 

山- 

尾： 

高 I 

■ iB^gg 


一 _ 


成さんは、柴 ® 学園短期大学音 
菜特(ビアノ螂攻)•©一咪はドラ 
イブとい • つ。 

また、進ミスに坂本亲美さん 
《 20«.. 若菜 &| 丁目>、川村短 
期大 C 早保宵科、趣味はスキーと 
エレクトロン， 

阀じく準ミスに«葳裕美子さ 
ん (24 铕 . 亩士見 ST4 丁目)文化 
放送觔務、垅味は料理。 

そのほか、 I 次进考を突破さ 
れた 10 名の方々は • 今号の「卫 
川 • 肴板娘 j に全«ご登場ぃた 
だいている。 



空欄に一字柙入 & みよ - 
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嗶町二丁目の「立川ビル画廊」 
で「三荚会 j が SK 会を 11 してい 
た t きの出 0 g 作品 • 

『 1. 芙会」はデザィナ —• 写 R- 
家、画家などが自由な空気の中 
で活動しているグル — ブ•刺稂 
玲子さんのパンフラワーは、ど 
のジャンルにも择さない特異な 
作！！ aa として人目をひいていた。 

「パンフラワ — をはじめて • 


2 年と少々ですから • まだ；：□が 

浅いんですよ J と雄遜する。 

「でも • 色付けの fi* 方が•油絵 
の場八 C とよく似ているもんです 
から，その点、はい 9 よかった 
ですね」油彩のほう (i 小学生の 
頃から •-: 時は # P1 家を目指し 
たこともある」というウデマエ。 

「私の学生時代は•女のひと 
が気释るにデザィンや絵の is を 
道べる風 i« もなか r たですしね」 
絵のほうを趣味の ia に傲しさ 
せてから * かえ 0 て今 151 のよう 
な S 由な作風がうまれたのかも 
知れない。 

「現在、パンフラ , 7I のはう 
は安藤サト先生にご指導をお ® 
いしておるんですけど、 it 生の作 
品が i た， 0 由 21II なんですね」 



| 真如苑だょり 

1¢ 九月は不思議な月です。相； 
f 当に*くて t .«*« しい t - 
5'は云わぬ t のらしく •もうじ 
.き秋ですねぇ•と云う方が a : 
仏切なのです•そうすると本当. 
WI : 秋がやつて米るのです•涼： 
■ I .凪の A 如%へ•どうぞ" 

■日時 9H19 日 l±J 

午後2時 I 4時 
■御本尊•真如宝物館をはじ. 
めとして映画など盛りだくさ 
-んの用*が L てございます* 
■立川市£<成人>に限らせ 
て«き i す U 

■お申し込みは「えくてびあ 
:ん • n ンパ 


命•ー ォン W (本 
.£ 毖を手 «1 
やてくれた人 > 


333 

• 美しい 人は，天候に左右されな 
い。こんな話をするのも、今¥の 
ミス • 立 ;II コンテストがおこなわ 
れた 7n:25!Irffife 屋の®上でし 
たが•立川の上空は暗赛でおおわ 
れ、ついにシノつく甬となつたの 
でありました◊会場を室内にかぇ 
て遒考•常々の ft 勝が古成典 ！^ さ 
んであ 9 ました " おめでとう f 息 
ハンコの世界に少しふれることが 
出来ました • ひとつ $1 がつきまし 
たのは、いろいろ道具をお持ちで 
すが•いつもはたった一本の印刀 
でくまなく彫ってしまうのです • 
やはり • その i& そめ道です ••街に 
新しい 一 I ックネームが•あちこち 
で付けられているょうです"ゆと 
9 の街づくりが • も、っすぐそこで 
す • • 秋めくや * 肌に ^ 衣ぇ 
くてびあん • 

<*集 1 石 tl fc * 大”》子小川知子 神 山 :II 予 
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㈩ 中隹 f さん(味町）志村⑹芙さん礫® n 屮奸坪也さ/し屯町: • 田垛炎出紀さん•:味®:) 







